
前回は描画ソフト・ペイントの「エアブラシ」によって描画しましたが今回は「ブラシ」

を使用した描画を行なってみましょう。「ブラシ」は文字の書き入れにも便利です。

１．ソフトの起動：「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「ペイント」 と

マウスクリックして「ペイント」を起動します。

２．キャンバスの大きさ：ペイントのメニューから「変形」→「キャンバスの色とサイズ」

をクリックしてキャンバスの巾と高さを指定します。（例：巾800、高さ600ピクセル）

３．ブラシ選定：ペイントの左側に

表示される多数のアイコンの中から

「ブラシ」　　　　をクリックします。

４．「ブラシ」の太さを指定：ペイントの左

側アイコン群の下部に「ブラシ」の太さ

が６種類表示されるので、描画の

状況により適宜選択します。

上部６種類が丸ブラシで、下部の６種

類（斜線のもの）が平形ブラシです。

５．「ブラシ」の色を指定：ペイントの

カラーパレットから、描画に使用する

色をクリックします。

６．描画：マウスポインタをキャンバスの

上に置いて、左クリックしながらマウス

位置を移動すると、指定した色で描画

されます。手書きで文字や数字を書き

入れるのに「ブラシ」は適しています。

右は、「ファイル」→「開く」で、写真を

読み込んで文字を手書きした例です。

７．色の作成：カラーパレットの色と違う

色を使用したい場合は「色」→「色の

編集」をクリックします。「色の編集」画面が開くので、「色の作成」をクリックします。

基本色を選択し、右側の矢印位置を上下に調整して「色の追加」をクリックします。

何通りか色を作成しておき、その中から色を指定して「ＯＫ」として描画します。

８．消しゴム：描画の一部分を消す場合は、アイコン中の「消しゴム」をクリックして、

マウスを左クリックしながら描画部分をなぞり消去します（消しゴムサイズも選択）。

９．元に戻す：描画や消しゴム操作に失敗した場合、「編集」→「元に戻す」とします。
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１０．描画例１：　コスモス

（１）地面： 画面を茶色ブラシで横に仕切り、下側を茶色で塗りつぶしします。

（２）花びら： 黄色、ピンク、赤紫色、白色などで花びらを描きます。花芯部は黄色と

　オレンジ色の中間色とします。

（３）花のコピー： 「自由選択」や

「選択」で、描画した花部分を

選択し、「コピー」、「貼付け」

でコピーを作成して、適当な

位置に配置します。この際、

「変形」→「伸縮と傾き」で大

きさを変更してもＯＫです。

但し、白色の花びらはうまく

コピーされないので、他の色

に変えてコピーします。

（４）花の茎と葉：茎は「ブラシ」で描画し、葉は「エアブラシ」でやや明るい緑で描画。

（５）空： 「塗りつぶし」を使って、青空を描きます。

１１．描画例２：　秋の山（紅葉）

（１）山： 「エアブラシ」を使用して描画。　　（２）山小屋： 「ブラシ」を使用して描画。

（３）空： 「塗りつぶし」で描画。　　（４）雲： 「消しゴム」または白色「ブラシ」で描画。
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